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① 地域の特性 

昭和４０年代に住宅開発が行われ、１０４世帯から構成された自治会です。

自治会には、ため池、幼稚園、山林があり、自然豊かな住宅街です。 

現在、自治会内では、建替えられた住宅や二世帯住宅、老朽化した住宅が混

在しています。自治会内においても少子高齢化等が進んでいます。これらの問

題解決の一助として、地域住民の世代を超えた交流のつながりの大切さから、 

平成１７年に自治会館「慈遊館」が新設されました。この会館を通じて様々な

地域交流事業が行われています。 

 

② 活動内容 

阪神・淡路大震災を契機に、地域で抱える様々な問題が積極的に話されてき

ました。活動のテーマは、日常生活の維持として… 

・水の確保として２０㍑ポリ容器を自治会内の各辻に４５個を配備しました。

また、水質確保の為に、西和衛生試験センターと役場水道部と連携を図りな

がら、その確保を目指しました。 

・自治会内の危険箇所を地図で確認しながら避難ルートの確保に努めました。 

・各世帯に、地震時の家具転倒防止用具を配布しました。 

・西和消防組合の指導で普通救命救急講習会を開催しました。 

・自治会内にあるため池を利用して、児童から高齢者まで参加し、バケツリレ

ーによる消火訓練を行ないました。 

・町役場と連携を図り、簡易トイレの設営とその体験を行いました。 

・自主防災組織と消防団が連携して放水訓練を行ないました。 

③ セールスポイント 

王寺町で展開する町内美化清掃を目的にしたクラブ活動制度があり、毎月

１回の清作業に取り組んだ後、防災に関する事業や啓発活動を行っています。

この活動を利用して、自治会員の集客と時間を効果的に使い、継続的に、無

理せず防災事業を行っています。 

また、自主防災組織だけでなく関係団体や行政が平時から連携してアイデ

アを出し合って事業を展開しています。 

各分野で得意な分野や啓発したい分野を自主防災組織で取り入れ、自治会

員だけの力でだけでなく、協力体制で行えるところがセールスポイントです。 



④ 今後の課題 

現在、天吹自防団だけの活動ですが、多発的に起こる地震等の大規模な災

害に対して他の自主防災組織と連携が必要と考えられます。そのような際に

は、地域ブロックでの動きが必要で、平時においてのつながりと訓練が今後

の課題と考えられます。 

 

⑤ 参考資料 

 

（別紙参照） 



■■■■    王寺町王寺町王寺町王寺町クリエイトクリエイトクリエイトクリエイト・・・・クリーンクリーンクリーンクリーン・・・・サークルサークルサークルサークル    

 

〇 定義 

「ＣＣＣ」とは、美しい（クリーン）王寺の町を創造（クリエイト）するため、公園等の

清掃及び除草等、町の美化作業を自発的に行うために組織された団体（サークル）で、町長

が認めたものをいいます。 

 

 ○ 経緯 

   平成元年、地域のアイデンティティの確立が望まれる中、国においては「ふるさと創生事

業」が創設され、町においては「基本構想」の制定が進められていました。 

   そのような中で、これからの王寺町の将来像を展望するなかで、住民の方に街づくりアン

ケートを実施したところ、その多くの方々から「緑豊かでゴミのない綺麗な街づくり」を望

まれる方が最も多く、町としても、先人先輩の残された自然を守り育てることを大きな柱と

し、「水と緑と人が共生する生活都市の創造」を将来像としたまちづくりを進めることとな

りました。 

   そして、その実現に向け、多くの事業展開をする中の一つとして、住んでいる住民の一人

ひとりがその実現に向けた参加機会の一つとして「ＣＣＣ」が誕生しました。 

 

 ○ 内容 

住民の健康と快適な生活を守るため、日頃から公園などの清掃・美化を自主的に行うボラ

ンティア団体、それが王寺町クリエイト・クリーン・サークル（ＣＣＣ）です。 

自治会や消防団、子ども会、婦人会、老人会その他個人有志のグループなどで構成され、

平成７年度から始まり現在８４団体が登録しています。 

ＣＣＣの活動は、町内の公園や道路、河川、公共施設など、身近なところでの美化清掃を

行うことです。月に１回のこの活動は、自主的に行うのが基本となっています。王寺町では、

こういった取組を支援するために、清掃道具の配布や状況に応じた報償金の援助などを行っ

ています。地域住民とのふれあいを楽しんだり、自分自身の成長を感じたり、自分たちのま

ちを自分たちの手で美しくするという気持ちから自然に生まれたＣＣＣの活動は、これから

も多くの人々の手によって受け継がれていくものです。 

 

 

■■■■    天吹自治会天吹自治会天吹自治会天吹自治会    「ＡＢＣ」「ＡＢＣ」「ＡＢＣ」「ＡＢＣ」    

 

天吹自治会の「ＡＢＣ」とは、Amabuki Beautiful Club（天吹美化倶楽部）のそれぞれの頭

文字をとったもので、自治会の清掃活動をするクラブとして自治会内に発足しました。 

この活動から、新たな取組として“Ｄ”の取組が誕生しました。この取組は「ディフェンス」

のＤで、平成７年に発生した阪神・淡路大震災でクローズアップされた自助・共助を基本とし

た自主防災組織の取組です。 
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王寺町王寺町ＣＣＣ活動団体『ＡＣＣＣ活動団体『Ａ ＢＢ Ｃ』Ｃ』

【【ＤＤ】】の取り組みの取り組み

安全・安心なま安全・安心なまちちづくりに向けて・・・づくりに向けて・・・参考資料参考資料 ２００４年２００４年１月１月
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「へえ。家具って、こんなふうに倒れるの」２月
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３３３３月月月月

（４）地図への書き込み
危険箇所把握危険箇所把握危険箇所把握危険箇所把握ワークフローワークフローワークフローワークフロー（１）グループ分け（２）雰囲気作り（３）個人の立場と被害想定の説明

� 危険箇所把握ワークフロー（６）ブレインストーミング（７）成果発表（８）講評
（（（（５５５５））））動的動的動的動的なななな状況付与状況付与状況付与状況付与とととと地図地図地図地図へのへのへのへの

追加書追加書追加書追加書きききき込込込込みみみみ
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そしてそしてそしてそしてそしてそしてそしてそしてこれからこれからこれからこれからこれからこれからこれからこれから

ＣＣＣ活動団体ＣＣＣ活動団体『『ＡＡ ＢＢ ＣＣ』』

【【ＤＤ】】の取り組みの取り組み
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自主防災会の活動平成２２年１月１６日（土）下北山村 佐田地区自主防災会
下北山村とは・・・・奈良県最南端の人口１，２２８人の小規模村・高齢化率（６５歳以上）４３％・山間部に位置し、日本でも有数の多雨地帯・国道１６９号線が通っており、生活圏は三重県

災害への不安・国道１６９号線が大雨等による土砂災害などにより遮断されてしまうとたちまち陸の孤島に・・・・高齢者が多く、若者が極めて少ない・地区には土木関係の業者がないため、重機の確保が困難
佐田地区自主防災会の設立・平成１７年度設立（７０世帯 人口１２７人 高齢化率４３％）・住民一人一人が災害に備えて日頃から充分に準備しておくための啓発活動を繰り返し実施『自分の命は自分で守る』そのための自主防災会の活動とは・・・・・
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自主防災会活動内容【平成１７年度】・吉野広域消防による地震についての講演会・防災グッズの展示及び説明【平成１８年度】・佐田区民名簿の作成・危険箇所チェック及び防災マップの作成・避難訓練の実施
【平成１９年度】・佐田区民名簿の見直し・応急手当についての講習会【平成２０年度】・吉野広域消防による地震についての講演会（２回目）・防災意識調査（アンケート）

【平成２１年度】・避難場所の看板の設置・地震体験車による地震の体験等 今後は・・・いくら立派な計画あるいは組織をつくっても機能しなければ無意味私たちの自主防災会は、思いやり、助け合いの精神で活動を行っていきます
ご静聴ありがとうございました



活動風景（佐田地区自主防災会）NO.1 



活動風景（佐田地区自主防災会）NO.2 


